
 

 

 

 

 

 

 

◇全校集会：校長の話◇２/３（月） 
今年の「節分」はいつでしょうか。 ２月２日です。節分とは「季節を分ける」という意味がありま

す。昔は、立春・立夏・立秋・立冬の前日の季節の変わり目のことをすべて「節分」と呼んでたこと

を紹介しました。１年に４回、節分があったということです。 

 

 

 

 

１年を 15 日ごとに 24 に分けて、季節を表す言葉を教えました。「２４節季」と言います。 そ

の 24 節季の最後が 1 月 20 日の「大寒（だいかん）」です。大寒は 漢字の意味の通り、一年

の中でも一番寒さが厳しい時期なんです。立春は、２４節気において春の始まりとされており、節

分の翌日です。「春の始まり」であり１年の始まりとされる日です。 

 「鬼は外、福は内」と掛け声を上げて豆をまきます。災いを追い払い、幸福を呼び込もうという意

味が込められています。「豆まき」ですが、なぜ、豆をまくのでしょうか？諸説ありますが、豆は、

「魔滅」に通じ、昔は、病気や災害などの恐ろしいことは、鬼の仕業と考えられていました。鬼に豆

をぶつけることにより、邪気を払い、１年の無病息災を願う意味合いがあるのです。 

 

 

節分の鬼が嫌いな葉っぱである、尖ったトゲのあるひいらぎと、鬼が嫌がる臭いのいわしを組

み合わせて飾ることで「鬼が家に入って来ないように」という魔除けの意味合いが含まれていま

す。また、恵方巻きもあります。恵方巻には、七福神にあやかって7種類の具材を巻き込むのが一

般的です。「長生きできるように」という意味をもつかんぴょうや「金運」を意味する伊達巻など、

特別な意味を持つ具材が入ります。 

さて、お正月に、「今年は、〇〇をしよう！」と１年の目標とやる気を新たにした人も多いと思いま

す。しかし、１ケ月が過ぎ、その心が少し弱くなっていませんか、なまけは、「心の鬼」を追い出そう

という強い気持ちをもって、進んでください。 
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◇体罰・性暴力実態調査報告◇ 
 先日、標記アンケートの回答にご協力いただきありがとうございました。１００％の回

収率でした。１月２１日（火）ＰＴＡ会長立ち会いの下、校長室にて開封作業を致しまし

たところ、標記内容に該当するような案件はございませんでした。 

今後も引き続き、気を引き締め「粟ノ保っ子の輝く未来のために」きめ細やかな指導を

職員一同指導してまいります。 

お子様に関することで相談したいこと、気になることがございましたら、学校までご連

絡いただきますようお願い申し上げます。（２２－０２４３） 

 
◇２学期本校教職員による自己評価◇結果概略をお知らせします。 
確かな学力・豊かな心・健やかな体にかかわる項目（◎成果 ▲課題） 

◎クロムブック（タブレット端末）を活用した指導に積極的・計画的に取組んでいる 

◎朝自習や粟ノ保タイムや暗唱活動の指導に継続的・計画的に取り組んでいる 

◎ICT教育に計画的に取り組んでいる 

◎クロムブック（タブレット端末）を活用した指導に積極的・計画的に取組んでいる 

◎児童の人間関係づくりの充実を図り，いじめや不登校の未然防止に取り組んでいる 

◎家庭地域と連携して、食育・健康教育・安全教育に計画的に取り組んでいる 

▲児童は元気に挨拶をしている（ひまわり憲法） 

▲「考え、議論する道徳」の授業づくりに努めている 

※概ね全ての項目でプラスの評価の割合が高くなっています。 

※「元気な挨拶」が課題に挙がりました。校内はよいが、学校以外又は来客への挨拶を指導して

いきます。 

 

◇校長の雑感◇ 

 ３学期も残り一ヶ月。４月からは、次の学年へ進級です。 

特に６年生は中学校へ進学となり、環境の変化が激しいです。 

楽しみもありますが、不安や心配が大きいと推察致します。 

中学校では、授業や家庭学習は、質・量ともに変化するので 

子ども達も戸惑いが出てくることでしょう。親がどのように関わったり、サポートしてあ

げればよいのでしょうか。まずは、子どもの話を聞いてあげたらよいと思います。難しい

年頃ではありますが、親子で話し合うだけでも子どもの不安は軽減すると思います。近い

将来、親子で子どもの進路について、話し合う必要が出てきます。 

今のうちからコミュニケーションをとる習慣をお勧めします。 

■～小学校卒業を前に～ 

 
小学校高学年になると、子どもに任せる部分が増えてくる一方で、まだ親の手が必要な場面もあ

ります。一方、子どもは中学校に入学するに当たり、新たな気持ちでチャレンジしたいと思っていま

す。中学校入学という節目を、子育てを振り返る絶好の機会としてください。 

親も思いを新たにして、自立をめざして子どもを温かくサポートしていきたいですね。 

 
 
 

 

   


